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平
成

年
度
の
国
民
健
康
保
険
料

30

率
︵
均
等
割
額
・
所
得
割
率
︶
等
が

下
表
の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま
し
た
︒

保
険
料
は
︑
世
帯
ご
と
の
加
入
者

数
と
年
間
所
得
額
を
基
に
そ
れ
ぞ
れ

算
出
し
た
医
療
分
︵
基
礎
分
︶
︑
支
援

金
分
︵
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
分
︶
︑

介
護
分
︵
介
護
納
付
金
分
︶
の
各
区

分
を
合
わ
せ
た
金
額
と
な
り
ま
す
︒

ま
た
︑
総
所
得
金
額
等
が
基
準
以

下
と
な
る
世
帯
が
対
象
の
保
険
料
均

等
割
額
の
減
額
に
つ
い
て
も
︑
基
準

が
変
更
さ
れ
ま
し
た
︒

保
険
料
の
計
算
方
法
︑
均
等
割
額

の
減
額
基
準
な
ど
︑
詳
細
は
�
月
中

旬
に
国
保
加
入
世
帯
に
お
送
り
す
る

﹁
国
保
だ
よ
り
﹂
お
よ
び
小
冊
子
﹁
み

ん
な
で
守
ろ
う
わ
た
し
た
ち
の
国

保
﹂
を
ご
覧
く
だ
さ
い
︒

平
成

年
度
の
保
険
料
通
知
は
︑

30

�
月
中
旬
に
世
帯
主
あ
て
に
お
送
り

し
ま
す
︒
な
お
︑
納
付
方
法
は
�
種

類
あ
り
ま
す
︒

﹇
普
通
徴
収
﹈

納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
等
に
よ

る
納
付
方
法
で
す
︒
年
間
保
険
料
を

�
月
期
～
翌
年
�
月
期
ま
で
の

回
10

に
割
り
振
り
︑
納
め
て
い
た
だ
き
ま

す
︒

﹇
特
別
徴
収
﹈

年
金
か
ら
保
険
料
を
差
し
引
く
納

付
方
法
で
す
︒
�
・
�
・
�
月
に
仮

徴
収
︵
※
︶
と
し
て
納
め
て
い
た
だ

い
た
後
︑
年
間
保
険
料
か
ら
仮
徴
収

額
を
除
い
た
残
り
を

・

・
�
月

10

12

の
本
徴
収
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
︒

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
︑
被

保
険
者
す
べ
て
の
方
が
負
担
す
る

﹁
均
等
割
額
﹂
と
︑
被
保
険
者
の
前

年
の
所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る
﹁
所

得
割
額
﹂
の
合
計
額
と
な
り
ま
す
︒

そ
れ
ぞ
れ
の
軽
減
基
準
が
改
定
さ
れ

ま
し
た
︵
表
�
・
表
�
︶
︒

被
扶
養
者
だ
っ
た
方
の
軽
減

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対
象
と

な
っ
た
日
の
前
日
ま
で
会
社
の
健
康

保
険
な
ど
︵
国
保
・
国
保
組
合
は
除

く
︶
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
方
は
︑
均

等
割
額
が
�
割
減
額
と
な
り
︑
所
得

割
額
は
か
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
︑

平
成

年
度
か
ら
表
�
の
と
お
り
改

30

定
さ
れ
ま
し
た
︒

※
平
成

年
�
月

日
ま
で
に
被
扶

30

31

養
者
軽
減
の
対
象
と
な
っ
た
方
の
均

等
割
額
は
︑
平
成

年
度
は
	
割
軽

30

減
と
な
り
︑
平
成

年
度
以
降
は
被

31

※
前
年
度
か
ら
引
き
続
き
特
別
徴
収

の
方
は
︑
平
成

年
�
月
に
年
金
か

30

ら
納
め
た
額
と
同
額
を
仮
徴
収
と
し

て
各
月
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
︒

非
自
発
的
失
業
者
の
方
の

保
険
料
を
届
出
に
よ
り
軽
減

企
業
の
倒
産
や
リ
ス
ト
ラ
な
ど
︑

本
人
の
意
思
な
く
失
業
さ
れ
た
国
保

加
入
者
の
保
険
料
の
負
担
軽
減
の
た

め
︑
届
出
に
よ
り
前
年
の
給
与
所
得

を
�




分
の

と
し
て
保
険
料
を

30

算
定
す
る
軽
減
措
置
を
行
い
ま
す
︒

▢人
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
離

職
理
由
コ
ー
ド
が
﹁

︑

︑

︑

11

12

21

︑

︑

︑

︑

︑

﹂
の
い
ず

22

23

31

32

33

34

れ
か
で
︑
離
職
時
の
年
齢
が

歳
未

65

満
の
方

▢問
医
療
保
険
課
資
格
賦
課
係

☎
(
�
�
�
�
)
�
	
�



℻

(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

扶
養
者
軽
減
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
︒

※
被
扶
養
者
軽
減
の
対
象
と
な
っ
た

方
の
所
得
割
額
は
︑
平
成

年
度
ま

30

で
賦
課
さ
れ
ず
︑
平
成

年
度
以
降

31

は
見
直
し
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
︒

保
険
料
の
計
算
方
法
等
の
詳
細
は
︑

東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

が
発
行
し
て
い
る
﹁
東
京
い
き
い
き

通
信
﹂
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
︒

な
お
︑
平
成

年
度
の
保
険
料
額

30

決
定
通
知
書
等
は
�
月
中
旬
に
発
送

し
ま
す
︒▢問

医
療
保
険
課
資
格
賦
課
係

☎
(
�
�
�
�
)
�
	
�



℻

(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

就
職
や
扶
養
認
定
で
職
場
の
健
康

保
険
に
加
入
し
た
と
き
は
︑
国
民
健

康
保
険
を
や
め
る
届
出
が
必
要
で
す
︒

原
則
︑
お
勤
め
先
の
会
社
が
届
出
を

代
行
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
︒

ま
た
︑
職
場
の
健
康
保
険
や
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
な

い
方
で
︑
江
東
区
に
住
ん
で
い
る
方

は
︑
原
則
︑
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
︒

次
に
該
当
す
る
方
は
国
民
健
康
保

険
の
加
入
対
象
と
な
り
ま
す
︒

○
事
業
所
を
退
職
し
た
後
︑
他
の
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
方

○
他
の
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
と
な

っ
て
い
な
い
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
・

ア
ル
バ
イ
ト
の
方
で
︑
そ
の
会
社

の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い

方
○
個
人
経
営
の
事
業
主
と
そ
こ
に
お

勤
め
の
方
で
︑
他
の
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
な
い
方

病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
に
備
え

て
︑
す
べ
て
の
方
は
︑
何
ら
か
の
医

療
保
険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
︒

加
入
・
脱
退
の
届
出
は

日
以
内

14

に
し
て
く
だ
さ
い
︒
届
出
が
遅
れ
る

と
︑
期
間
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
料

を
支
払
う
こ
と
に
な
っ
た
り
︑
誤
っ

て
使
っ
て
し
ま
っ
た
分
の
医
療
費
を

返
還
す
る
こ
と
に
な
っ
た
り
し
ま
す

の
で
︑
ご
注
意
く
だ
さ
い
︒

▢問
医
療
保
険
課
資
格
賦
課
係

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

℻

(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

国
民
健
康
保
険
で
は
高
齢
化
の
進

展
や
生
活
習
慣
病
の
増
加
︑
医
療
技

術
の
進
歩
な
ど
か
ら
医
療
費
の
増
加

傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
︒
安
定
し
た

医
療
保
険
制
度
を
維
持
す
る
た
め
に
︑

医
療
費
の
適
正
化
は
重
要
な
課
題
の

ひ
と
つ
で
す
︒

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
は
︑
区
が
保

有
す
る
特
定
健
康
診
査
の
デ
ー
タ
や

診
療
報
酬
明
細
書
︵
レ
セ
プ
ト
︶
な

ど
の
情
報
を
分
析
し
︑
被
保
険
者
の

健
康
に
関
わ
る
保
健
事
業
を
効
果
的

か
つ
効
率
的
に
実
施
す
る
た
め
の
計

画
で
す
︒

各
保
健
事
業
の
実
施
と
評
価
を
計

画
的
に
進
め
る
た
め
に
︑
平
成

年
30

度
か
ら

年
度
ま
で
の
�
年
間
を
計

35

画
期
間
と
し
た
江
東
区
国
民
健
康
保

険
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
︒

な
お
︑
こ
れ
ま
で
	
年
ご
と
に
策

定
し
て
き
た
特
定
健
康
診
査
・
特
定

保
健
指
導
実
施
計
画
は
第
三
期
と
な

る
今
期
か
ら
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
に

統
合
し
て
い
ま
す
︒

計
画
に
掲
げ
る
主
な
課
題
と
対
策

﹇
特
定
健
康
診
査
受
診
率
の
向
上
﹈

平
成

年
度
の
区
に
お
け
る
特
定

28

健
康
診
査
の
受
診
率
は

・
�
％
で

39

し
た
︒
過
去
数
年
は
東
京
都
の
平
均

値
を
下
回
っ
て
い
ま
す
︒

健
康
診
査
の
デ
ー
タ
等
が
な
い
と

健
康
状
態
を
把
握
・
分
析
す
る
こ
と

も
で
き
ま
せ
ん
︒
未
受
診
者
に
対
し

て
︑
継
続
的
な
受
診
を
勧
奨
し
︑
受

診
率
の
向
上
を
図
り
ま
す
︒

﹇
生
活
習
慣
病
の
重
症
化
を
予
防
﹈

平
成

年
度
の
健
康
診
査
受
診
者

28

の
う
ち
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
に
該
当
す
る
方
の
割
合
は

・
�

18

％
で
し
た
︒
過
去
数
年
は
東
京
都
の

平
均
値
を
超
え
て
い
ま
す
︒

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は

放
置
す
る
と
︑
生
活
習
慣
病
や
重
篤

な
病
気
の
発
症
に
つ
な
が
り
ま
す
︒

生
活
習
慣
の
改
善
を
目
的
と
し
た
保

健
指
導
を
実
施
し
︑
生
活
習
慣
病
の

発
症
と
重
症
化
を
予
防
し
ま
す
︒

﹇
後
発
医
薬
品
の
利
用
率
向
上
﹈

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
︵
後
発
医

薬
品
︶
は
︑
先
発
医
薬
品
と
同
等
の

効
能
・
効
果
を
持
つ
医
薬
品
で
す
︒

上
手
に
選
択
す
る
こ
と
で
自
己
負
担

の
軽
減
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
︒国

は
利
用
率
の
目
標
を

％
以
上

80

と
し
て
い
ま
す
が
︑
区
の
利
用
率
は

・
�
％
︵
平
成

年
度
末
時
点
︶

62

28

に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
︒
ジ
ェ
ネ
リ

ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切
替
え
に
よ
り
ど

の
く
ら
い
自
己
負
担
を
軽
減
で
き
る

か
を
個
別
に
通
知
す
る
な
ど
︑
普
及

・
啓
発
に
努
め
ま
す
︒

計
画
の
全
文
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
に
な
れ
ま
す
︒

▢問
医
療
保
険
課
医
療
保
健
係

☎
(
�
�
�
�
)
�
	
�
�

℻

(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

※年間所得額…前年の総所得金額、山林所得金額、株式・長期(短期)譲渡所得金額等の合計額
から、基礎控除額33万円を控除した金額。(雑損失は控除しません。また、分
離譲渡所得は特別控除後の額を用います)

平成30年度 国民健康保険料額 ①〜③の均等割額と所得割額(所得率を用いて算定)
の合計額が年間保険料額です。

2.22％(前年度から
0.26ポイント増)

7.32％(前年度から
0.15ポイント減)

所 得 割 額

190,000円
(前年度と同額)

580,000円(前年度より
40,000円増)

年間限度額

12,000円／人
(前年度から900円増)

39,000円／人
(前年度から600円増)

均 等 割 額

②支援金分
(加入者全員)

①医療分
(加入者全員)

160,000円
(前年度と同額)

1.56％(前年度から
0.02ポイント増)

15,600円／人
(前年度と同額)

③介護分
(40〜64歳の加入者)

※1 前年の総所得金額および山林所得金額
並びに株式・長期(短期)譲渡所得金額
等の合計から基礎控除額33万円を控除
した額です(ただし、雑損失の繰越控除
額は控除しません)。

※2 東京都後期高齢者医療広域連合独自の
軽減措置です。

表1 所得割額の軽減

20万円以下※2

58万円以下

29年度

15万円以下※2

30年度

賦課のもととなる
所得金額※1

0％

25％

50％

軽減割合

20％

45％

70％

※同じ世帯の後期高齢者医療制度の被保険者全員と世帯主の総所得
金額等を合計した額をもとに軽減します。

※65歳以上(平成30年1／1時点)の方の公的年金所得は、さらに15万円
(高齢者特別控除額)を差し引いた額で判定します。

※軽減判定は、当該年度の4／1(新たに制度の対象となった方は資格
取得時)における世帯状況により行います。

表2 均等割額の軽減

33万円以下で9割軽減の基準に該当しない

5割
33万円+(27万円

×被保険者の数)以下

33万円+(50万円
×被保険者の数)以下

33万円+(27.5万円
×被保険者の数)以下

33万円以下で被保険者全員が年金収入80万円以下
(その他の所得がない)

平成29年度平成30年度

総所得金額等の合計が下記に該当する世帯

33万円+(49万円
×被保険者の数)以下

2割

8.5割

9割

軽減割合

※1 低所得による均等割額の軽減に該当する場合は、
軽減割合の高い方が優先されます。

※2 所得割額の軽減割合については、今後見直しが
検討されています。

表3 被扶養者だった方の軽減 ※1

平成30年度

平成31年度
以降

所得割額

平成29年度

均等割額

※2

対象年度

加入から2年を経過する
月まで5割

5割

7割

軽減割合

100％




